
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

劇団四季劇団四季劇団四季劇団四季ののののミュージカルミュージカルミュージカルミュージカル『『『『コンタクトコンタクトコンタクトコンタクト』』』』ははははダンスダンスダンスダンスをををを主流主流主流主流にしたにしたにしたにした３３３３部部部部ののののオムニオムニオムニオムニ

バスバスバスバス形式形式形式形式のののの物語物語物語物語。。。。ピンクピンクピンクピンクののののドレスドレスドレスドレスのののの貴婦人貴婦人貴婦人貴婦人ののののストーリーストーリーストーリーストーリーはははは、、、、ちょっとちょっとちょっとちょっとＨＨＨＨでででで面白面白面白面白

いいいい。。。。いろいろといろいろといろいろといろいろと想像想像想像想像すればすればすればすれば、、、、妖妖妖妖しげなしげなしげなしげな場面場面場面場面もももも浮浮浮浮かんでくるかんでくるかんでくるかんでくる・・・・・・・・・・・・。。。。そしてそしてそしてそして青青青青いいいい

ドレスドレスドレスドレスのののの女女女女、、、、黄色黄色黄色黄色いいいいドレスドレスドレスドレスのののの女女女女をををを中心中心中心中心にしたにしたにしたにしたダンスダンスダンスダンスはさすがにはさすがにはさすがにはさすがに見応見応見応見応えありえありえありえあり。。。。しししし

かしかしかしかしストーリーストーリーストーリーストーリー性性性性はははは少少少少しししし希薄希薄希薄希薄。。。。まあまあまあまあ見見見見ていてていてていてていて楽楽楽楽しければいいとするかしければいいとするかしければいいとするかしければいいとするか・・・・・・・・・・・・。。。。    
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＜＜＜＜ミュージカルミュージカルミュージカルミュージカル『『『『コンタクトコンタクトコンタクトコンタクト』』』』とはとはとはとは＞＞＞＞    

 ブロードウェイのミュージカル『コンタクト』は、２０００年にトニー賞作品賞など、

４部門を受賞した作品。 

 『コンタクト』＝（ＣＯＮＴＡＣＴ）とは、すなわち、人と人のさまざまな「接触」を

テーマとしたミュージカル。３話のオムニバス形式で構成され、ダンスをメインにしたミ

ュージカルだ。演出と振付をしたスーザン・ストローマンは、『コンタクト』で、２０００

年のトニー賞最優秀振付賞、ドラマ・デスク賞等を受賞したのに続いて、２００１年、同

じく演出・振付を担当した「プロデューサーズ」でも、トニー賞最優秀演出家賞、最優秀

振付家賞を受賞した、現在もっとも売れっ子として活躍している演出・振付家だ。 

 

 ２００１年９月、劇団四季は２００２年３月末の開演を目指して、日本版『コンタクト』

の上演を発表した。このミュージカルのダンスの素晴らしさは新聞記事等で再三目にして

いたが、やっと２００３年の３月１５日、大阪の「ＭＢＳ劇場」でこの公演を観ることが

できた。 

 

コンタクトコンタクトコンタクトコンタクト    
    

２００３２００３２００３２００３（（（（平成平成平成平成１５１５１５１５））））年年年年３３３３月月月月１５１５１５１５日鑑賞日鑑賞日鑑賞日鑑賞    

＜＜＜＜ＭＢＳＭＢＳＭＢＳＭＢＳ劇場劇場劇場劇場＞＞＞＞    

    

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★    
企画・制作：浅利慶太 

振付スーパーバイザー：古澤勇 

出演：林下友美／下村尊則／髙久舞 

 



 

＜＜＜＜一枚一枚一枚一枚のののの絵絵絵絵＞＞＞＞    

 開演前、私は「前後、左右のちょうど真ん中」、というとび切り上等の席に座り、パンフ

レットを見ながらじっと開演を待っていた。静かな、楽しみの時間だ。今回私の隣の座席

に座っているのは、つい先日の３月10日に大学の入学試験の合格発表があったばかりの私

の長女。そう、今回は私の娘へのプレゼントを兼ねたミュージカル鑑賞なのだ。 

  

 舞台には一枚の大きな絵が飾られている。この絵は中世の森の中で貴婦人がブランコに

乗っているもの。タイトルはきっと「ブランコ」あるいは「ブランコと貴婦人」だろうな

と思うような絵（本当はフラゴナールという画家が１７８２年頃に描いた「ブランコ」と

いうタイトルの作品とのことだ）。 

 若い貴婦人がブランコに乗っているが、足が少し露出しており、何となくちょっと好色

ポイ感じ。しかも、私の愛用のオペラグラスでよく見ると、彼女は靴を投げ出そうとして

いる。そして後ろにはブランコを操っている若い男（召使い）がいる上、ブランコの前（下）

には寝そべって彼女を見上げている（彼女の足ないし、スカートの中をのぞいている）男

（貴族）がいる。一体これは何だ・・・。娘を連れてきたものの、教育上よろしくないの

では・・・。そんな「うぶ」なことは考えないとしても、とにかく何とも「思わせぶり」

な絵。これから始まる物語への期待を高めるのに効果的だ。 

 

＜＜＜＜私私私私のののの好好好好きなきなきなきなミューミューミューミュージカルジカルジカルジカルののののタイプタイプタイプタイプ・・・・・・・・・・・・＞＞＞＞    

 数あるミュージカルの中で、私が一番好きなのは昔の『ウエスト・サイド物語』であり、

また『サウンド・オブ・ミュージック』だ。また劇団四季のミュージカルの原点は何とい

っても『ＣＡＴＳ』だが、私が一番好きなのは、『レ・ミゼラブル』、『李香蘭』、そして２

００３年４月から大阪でも公演される『異国の丘』など。 

 これらに共通するのは、ダンスはもちろんだが、それ以上に、ストーリー色が強く、い

い歌が散りばめられているということだ。 

 これは逆に言えば、ダンスやショーだけの色彩の強いものや、また『検察側の証人』や

『ハムレット』など、セリフだけの演劇は、どちらかというと私の好みではないというこ

とになる。 

 

＜『＜『＜『＜『コンタクトコンタクトコンタクトコンタクト』』』』のののの評価評価評価評価＞＞＞＞    

 「ダンスだけ」ということで言えば、その凄さに圧倒され、ただただ感動したのは、『ロ

ード・オブ・ザ・ダンス』。これは２０００年の２月と１２月に２回立て続けにみたが、「と

にかく圧倒された」の一言。 

 これに比べれば、『コンタクト』はいかにダンスが素晴らしいとはいえ、『ロード・オブ・

ザ・ダンス』とはスケールの大きさが全然違うし、迫力が違う。 



 

 また、「ストーリー性」という点から言えば、「コンタクト」のストーリー性はすごく抽

象的だ。そもそも「３話のオムニバス形式」ということからしても、１つのストーリーは

どうしても「短編モノ」になる。もっとも、「長編モノ」や「歴史モノ」のように、ずっと

１つのストーリーが展開されるものではなく、１つのテーマを印象的に表現するオムニバ

ス形式の方がよりインパクトが強いということは当然ありうるし、演出家はそれを狙って

製作しているのだから、私が「ケチ」をつける問題でないことは当然。これは、あくまで

「好み」の問題だ。 

 

＜＜＜＜３３３３つのつのつのつの物語物語物語物語とはとはとはとは・・・・・・・・・・・・＞＞＞＞        

 『コンタクト』は、 パートⅠ「ＳＷＩＮＧＩＮＧ」、パートⅡ「ＤＩＤ ＹＯＵ ＭＯ

ＶＥ？」、パートⅢ［ＣＯＮＴＡＣＴ］という全く独立した３話から構成されている。 

 新聞などでいつも強調されているのは、「黄色いドレスの女」だが、これは第３部だけの

主人公で、第１部、第２部には全く関係ない。 

 

＜＜＜＜パートパートパートパートⅠⅠⅠⅠのののの興味深興味深興味深興味深いいいいストーリーストーリーストーリーストーリー＞＞＞＞    

 第１部は、天井からつり下げられたブランコにピンクのドレスの貴婦人が乗り、召使い

の男が後ろからこれを操り、前には貴族の男性が寝そべっている場面から始まる。時代は

１７６７年、舞台は森の中の空地とのこと。近くのテーブルにはバスケットがあり、ワイ

ンとグラスが置いてある。貴族が彼女を連れて森へピクニックに来て、ブランコで遊んで

いるというわけで、開演前に見せられたブランコの絵そのものだ。 

 パートⅠの登場人物はこの３人だけ。この３人がブランコを操りながらのダンス（？）

を展開する。 

 召使いがブランコを操り、貴婦人はブランコに乗ってさまざまな「ハイ・ポーズ」。その

パトロンと思われるスケベそうな（？）貴族は、ブランコの前に寝そべって、彼女（の足）

を見上げたり、時々クツにキスをしたり・・・。そして貴婦人がブランコに乗り疲れると、

２人はワインを一杯・・・。召使いはこの間ただじっと待つばかり。しかしここでワイン

が切れてしまった（貴婦人が意識的にワインを捨ててボトルをからにしてしまった・・・？）。

そこでパトロンの貴族はワインを仕入れてくるために森の中から姿を消した。残ったのは

貴婦人と若い召使いの２人だけ。 

  

 時代は１７６７年だから、１７８９年に起こったフランス革命の少し前。１８世紀の貴

族社会では、貴族たちは毎日格別することがなく、「いかに暇をつぶして遊ぶか」がテーマ

だった。だからフラゴナールの「ブランコ」という絵は、貴族のいいオトナ（オッサン？）

が、多分「彼女」を森へのピクニック連れ出して丸一日ゆっくりと戯れる生活を描いたす

ごく現実的な作品なのだ。まぁそんな講釈はほどほどでいいだろう。歴史的な背景やその



 

当時の貴族のオッサンの遊び方はゆっくりと勉強すればわかることだから。 

 

 さて、舞台は森の中。ブランコのそばに残ったのは貴族人と若い召使いの男の２人。こ

こで何かおこるのだろうか・・・。この『コンタクト』の演出補・振付補であるスコット・

テイラー氏は、パンフレットの中で第１部の登場人物３人のキャラクターについて次のよ

うに述べている。すなわち、「まず、貴族の男には形式的に洗練された、貴族らしい身のこ

なし。貴族の女は大きな瞳が表情豊かで、セクシーで陽気で無邪気。召使いは無愛想で嫉

妬深く、性欲が強い（笑）」。 

 ここから導かれる結論はただ１つ。そう、あのかつてのフランスの映画『エマニエル夫

人』（シリーズ）で描かれたセクシーな世界の予想だ。しかし、この『コンタクト』はミュ

ージカル。（成人）映画『エマニエル夫人』の世界を、舞台上で、またブランコを用いてい

かに表現するか・・・？ 

 ブランコの上で展開される貴族人と召使いのさまざまな動きは、ブランコの流れという

ゆったりとしたリズムへ中にありながら、かなり濃密なもの。ワイセツ罪になりそうでな

らない、ヒワイそうでそこまではいかない、「芸術」的好色さとでもいうべき舞台をつくり

あげている。 

 ただ残念だったのは、今日のキャストでは、この貴婦人は井田安寿ではなく、外国人の

ジョアン・マニングだったこと。私のイメージでつくっていた井田安寿の「セクシーさ」

を見てみたかった・・・？ もっとも観客の９０％は女性だから、私の隣に座ってみてい

る娘も含めて、女性の観客たちは私のようなスケベな目で観ていたのかどうかは知る由も

ないが・・・。 

 

＜＜＜＜パートパートパートパートⅡⅡⅡⅡ・・・・青青青青いいいいドレスドレスドレスドレスのののの女女女女＞＞＞＞    

 第２部は１９５４年、ニューヨーク・クイーンズ区のレストランが舞台。登場人物は青

いドレスの女とその夫、そしてここでもこの人妻にチョッカイを出すウェイター長の３人

がメインだ。 

 第２部の圧巻（見どころ）は、何といっても青いドレスの女を演ずる林下友美のダンス

の凄さ。ちょっと年が老けており、女性としての絶対的な魅力には乏しいものの、そのク

ラシックバレーを含めたダンスの能力には脱帽！ 

 第２部のストーリーは、怖いマフィアの夫が出てくるものの、コメディ風で、コケティ

シュな魅力を強調しているが、第１部ほどの興味は湧かない。しかし彼女のダンスだけで

良しとしよう。また、第２部でのミュージック・ナンバーは「ペール・ギュント組曲」や

「アルルの女」など、なじみのクラシック曲が多く、この点でも林下友美にピッタリだ。 

 

＜＜＜＜パートパートパートパートⅢⅢⅢⅢ・・・・黄色黄色黄色黄色いいいいドレスドレスドレスドレスのののの女女女女＞＞＞＞    



 

 第３部の物語は結構面白い。舞台は１９９９年のニューヨーク。下村尊則演ずる広告会

社のエリートディレクターのマイケルは、今日は栄えある授賞式。ブロンズ像を片手に大

熱演のスピーチだ。 

 すべての時間とエネルギーを費やして１つの目標に向かって邁進し、本日はその「結果」

を目の当たりにした日だから。しかし、その栄光の裏には、絶対に人に知られたくないマ

イケルの「苦悩」があった・・・。 

 

 授賞式のパーティが終わり、１人マンションへ帰ったマイケルは、大量の睡眠薬を飲み

自殺しようとするが・・・。そして、これは夢かそれとも現実か・・・。突如、舞台はニ

ューヨークの下町のバーへと移る。この店には毎晩何人もの男女が現われ、ただダンスに

興じている。そしてそこには、男たちの関心を一身にひきつける１人の黄色いドレスの女

がいた。マイケルはダンスなどまるでダメ。しかし次第にマイケルも・・・。 

 第３部では数組の男女が素晴らしいダンスを見せるし、そのダンス・ナンバーも実に多

彩。大いに楽しめることまちがいなし。 

 

＜＜＜＜総総総総        評評評評＞＞＞＞    

 ストーリー、歌、ダンスの３つがうまくミックスしたミュージカルが一番好きな私にと

っては、１００点満点の作品ではないものの、十分に楽しむことができた。しかし私には

やはり、２００３年５月７日からＭＢＳ劇場で公開される『異国の丘』の方がはるかに興

味が強い。 

 実は、『異国の丘』については、２００１年１０月、東京での初公演の際、わざわざ東京

の仕事にくっつけて１人で観に行って、涙をボロボロ流した作品であり、是非大阪でも再

度観ようと考え、既にチケットを買ってある。そこで娘に「お前これも行くか？」と聞く

と「是非行く行く」とのこと。 

 劇団四季のミュージカルを通じて、新しい父娘の触れ合いができれば１万円のチケット

代は安いもの。そこで早速、娘には、『異国の丘』の原作『夢顔さんによろしく （上）（下）』

を必ず買って読んでおくことを約束させた。 

 ５月のＭＢＳ劇場での娘との「デート」を楽しみにして、また明日から仕事に励むこと

にしよう。 

                       ２００３（平成１５）年３月１８日記 


